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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

か
つ
て
本
町
は
財

政
危
機
に
直
面
し
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
削
減
を
行

い
、
10
年
近
く
か
け
て
危
機

を
脱
し
た
経
過
が
あ
る
。

　

本
年
２
月
に
町
長
が
就
任

し
て
以
来
半
年
が
過
ぎ
た

が
、
財
政
の
健
全
性
を
保
ち

な
が
ら
い
か
に
事
業
を
実
施

し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
伺

う
。

（
１
）
人
口
減
少
に
よ
る
財

政
規
模
の
縮
小
を
ど
う
考
え

る
か
。

（
２
）
体
育
館
な
ど
の
公
共

施
設
の
建
設
と
維
持
の
考
え

方
は
。

（
３
）
町
名
変
更
な
ど
に
か

け
る
経
費
と
費
用
対
効
果
、

基
金
残
高
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

（
４
）
広
域
行
政
、
近
隣
町

村
と
の
協
力
・
連
携
の
可
能

性
は
。

問

財政の健全化は図られているが、
今後も財政に十分に配慮した施策展
開をする

町長

現
在
、
財
政

の
健
全
化
は

図
ら
れ
て
い
る
が
、
少
子
高

齢
化
や
産
業
の
維
持
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
公
共
施
設
の
老
朽

化
対
応
な
ど
財
政
需
要
は
増

加
す
る
。
財
政
に
十
分
配
慮

し
、
施
策
展
開
す
る
。

（
１
）
人
口
減
少
が
直
ち
に

財
政
に
影
響
を
与
え
る
と
は

考
て
い
な
い
が
、
財
源
を
効

果
的
に
使
う
こ
と
が
大
切
と

考
え
る
。

（
２
）
体
育
館
建
設
費
見
込

財政状況と事業実現の
　　　　　見通しについて

町
長

橋本 晃明　議員

は
当
初
の
24
億
円
か
ら
現
在

は
27
億
円
超
ま
で
膨
ら
ん
で

い
る
。
現
体
育
館
を
修
繕
し

つ
つ
、
財
源
を
確
保
し
た
う

え
で
再
着
手
し
た
い
。
従

来
、
体
育
館
建
設
後
と
し
て

い
た
事
業
の
中
で
、
町
民
生

活
に
直
結
す
る
こ
と
を
優
先

し
、
一
番
目
と
し
て
御
影
公

民
館
・
消
防
署
御
影
分
遣
所

を
位
置
づ
け
た
い
。

（
３
）
町
名
変
更
は
ふ
る
さ

と
納
税
を
伸
ば
す
た
め
に
大

き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。
増
え
た
分
を
基
金
に
積

み
増
し
、
５
億
円
か
ら
10
億

円
増
額
し
た
段
階
で
体
育
館

建
設
を
判
断
し
た
い
。

（
４
）消
防
行
政
、ご
み
処
理
、

税
滞
納
処
理
や
子
ど
も
た
ち

の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動
は
広

域
や
近
隣
町
の
連
携
で
行
わ

れ
て
い
る
が
、
今
後
、
公
共

施
設
の
運
営
、
各
種
事
業
の

協
力
・
連
携
の
た
め
、
近
隣

町
村
と
意
見
交
換
す
る
場
を

設
け
る
な
ど
し
た
い
。

橋本議員の
一般質問全編

清水町体育館
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川上　 均　議員

投票所の再編及び投票困難者への移動
支援について問う

移動支援については、
投票所の再編と併せて検討していく

選挙管理委員長

人
口
減
少
と
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
投

票
所
の
効
率
的
な
運
営
と
経

費
削
減
の
た
め
の
長
期
的
な

視
点
に
よ
る
集
約
を
含
め
た

再
編
（
統
廃
合
）
の
考
え
と
、

自
力
で
の
移
動
が
困
難
な
高

齢
者
や
障
害
者
、
公
共
交
通

機
関
が
利
用
で
き
な
い
有
権

者（
投
票
困
難
者
）へ
の「
移

動
投
票
所
」
の
導
入
な
ど
、

自
宅
前
や
ス
ー
パ
ー
等
で
投

票
で
き
る
移
動
支
援
の
考
え

を
伺
う
。

問
　

有
権
者
の
減
少
に
伴
い
投

票
所
の
統
廃
合
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
の
方
々
の
理
解
を

得
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
期

日
前
投
票
の
動
向
や
他
市
町

村
に
お
け
る
投
票
環
境
を
調

査
し
、
長
期
的
な
視
点
で
検

討
し
て
い
く
。
有
権
者
の
移

動
支
援
に
つ
い
て
は
、
投
票

者
全
体
に
占
め
る
移
動
期
日

前
投
票
所
の
投
票
者
数
は
ま

だ
少
な
い
も
の
の
、
投
票
所

の
再
編
と
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

令和８年度の町民への
　　　　物価高騰対策を問う

町民サービスの向上と将来に繋がる
事業を優先していく町長

物
価
高
騰
が
長
期

化
し
、
食
料
品
や
光

熱
費
、
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
の

値
上
が
り
が
家
計
を
圧
迫
し

て
い
る
現
状
を
受
け
、
令
和

８
年
度
当
初
予
算
編
成
に
お

け
る
物
価
高
騰
対
策
の
考
え

を
伺
う
。

（
１
）
子
育
て
世
帯
の
負
担

を
軽
減
す
る
支
援
強
化

（
２
）
高
齢
者
・
障
が
い
者

へ
の
各
種
補
助
の
拡
大

（
３
）「
生
活
応
援
券
」
に
よ

る
町
民
と
地
域
経
済
の
活
性

化
策

（
４
）
中
小
事
業
者
へ
の
事

業
継
続
と
雇
用
を
守
る
た
め

の
支
援
強
化

問

令
和
７
年

度
は
水
道

基
本
料
金
免
除
な
ど
で
約

６
４
０
０
万
円
規
模
の
対
策

を
実
施
し
た
。
令
和
８
年
度

は
、
国
の
減
税
や
交
付
金
の

動
向
を
注
視
し
、
議
員
か
ら

の
提
案
や
町
民
意
見
、
少
子

高
齢
化
対
策
な
ど
を
踏
ま

え
、幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

予
算
編
成
は
、
行
政
コ
ス
ト

町
長

公
衆
浴
場
入
浴
料
金
の
引
き
下
げ
及
び
負

担
軽
減
に
よ
る
利
用
者
拡
大
の
取
り
組
み

料
金
体
系
と
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て

今
後
も
工
夫
を
重
ね
る

町
長

公
衆
浴
場
は
単
な

る
入
浴
施
設
で
は

な
く
、
町
民
生
活
に
不
可
欠

な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

が
、
物
価
や
燃
料
費
の
高
騰

に
よ
り
入
浴
料
金
が
家
計
を

圧
迫
し
て
お
り
、
６
歳
未
満

お
よ
び
65
歳
以
上
の
入
浴
料

引
き
下
げ
、「
半
年
券
」「
１

年
券
」
の
導
入
に
よ
る
町
民

の
負
担
軽
減
策
が
必
要
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

う
。 問

川上議員の
一般質問全編

選
挙
管
理
委
員
長

高
騰
の
中
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
将
来
に
繋
が
る
事

業
を
優
先
し
て
い
く
。

施
設
の
料
金

改
定
は
、
公

平
性
を
考
慮
し
３
年
に
一
度

見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
を

町
長

基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
令

和
６
年
度
の
料
金
改
正
案
が

議
会
で
否
決
さ
れ
た
事
実
は

認
識
し
て
い
る
。
生
活
が
困

窮
し
て
い
る
町
民
に
対
し
て

は
、
料
金
の
値
下
げ
や
無
料

券
の
配
布
な
ど
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
公

衆
浴
場
が
持
続
可
能
な
施
設

と
な
る
よ
う
、
料
金
体
系
と

利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
今

後
も
工
夫
を
重
ね
て
い
く
。公衆浴場




